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資金調達計画書

１）初期投資費用の調達に関する考え方
初期投資費用の調達について、自己資本と借入金等の金額、並びにそのような調達方法とした根拠等を記載すること。
	自己資本
	百万円
	資金調達方法設定の根拠等

	借入金
	百万円
	

	その他
	百万円
	

	合　計
	百万円
	


２）自己資本について
自己資本について、その内訳（出資者名及び出資金額）を記載すること。
	出資者名
	出資金額

	
	百万円

	
	百万円


※　必要に応じて欄数を追加すること。
３）外部等借入その他について
外部借入及びその他の資金調達方法について、調達種別毎に金額と調達条件等を記載すること。
	借入金１
	借入先
	

	
	調達金額
	百万円

	
	借入条件
	

	
	保証等
	

	借入金２
	借入先
	

	
	調達金額
	百万円

	
	借入条件
	

	
	保証等
	

	その他
	調達方法
	

	
	調達金額
	百万円

	
	借入条件
	

	
	保証等
	


※１　必要に応じて欄数を追加すること。
※２　借入先の欄には、現在検討している金融機関名等を具体的に記載すること。借入条件の欄には、借入時期、借入期間、金利、金利見直時期等を記載すること。
※３　その他の欄には、上記に該当しない方法（社債、証券化等）により資金調達をする場合の内訳、調達条件等を記載すること。
４）金融機関等との協議状況について

提案書提出時点における、金融機関との協議の状況について記載すること。
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